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人の知識と知恵、人間力を拡張：データ知識構造化ベースの対話AIに向けて

作業手順の各行為の深
い目的や根拠を発見・共
有

u研究目標：知識構造化基盤技術の構築

• データと知識を融合、構造化
Ø行為の目的知識を理解
Ø状況適応力の向上

Ø根拠データにより納得
Ø行動変容

u成果
1. 介護分野における作業手順の知識構造化，行為のオントロジー
構築（來村研と連携），介護行為のリスク削減

2. ファシリテータによる知識構造化ワークショップの実践

3. 社交ダンスの知識構築，データ融合
①指導者が知識を構築

③行為の計測と評価（データ融合）

⑤新たな知識の追加

④分析
（人手、AI）

②特定の行為に着目

知識構造化し、特定の行為に
関するデータ分析により
新たな知識を発見

4月実施 5月実施 6月実施 合計（実施前）

作業手順知識 +11 +8 +8 +27（54）

目的指向知識 - +12 +11 +23（0）

作業手順知識

目的指向知識

ファシリテータ

ベテラン従業員

（サブファシリテー
タ）

新人従業員

本ワークショップの定例化
ファシリテータ育成により
効果を最大化


